
一般社団法人日本パラバレーボール協会公認審判員規程 

（趣旨） 

第１条 この規程は、一般社団法人日本パラバレーボール協会（以下「ＪＰＶＡ」という。）公認審判

員に関する事項について定める。 

（公認審判員の種類） 

第２条 公認審判員は、次の４種類とする。 

 １．Ｓ級審判員（レフリーインストラクター） 

 ２．名誉審判員 

３．Ａ級審判員 

４．Ｂ級審判員 

（公認審判員の任務） 

第３条 公認審判員の任務は、次のとおりとする。 

１．Ｓ級審判員（レフリーインストラクター）は、審判員の養成及び審判技術の向上を図るために、

ＪＰＶＡが主催する審判講習会、審判研修会の講師を務める。 

２．名誉審判員は、ＪＰＶＡの審判活動に顕著な功績があり、後進の指導・助言を行う。 

３．Ａ級審判員は、全国大会以下の審判及び大会競技役員等として大会運営に関わり、その任務に当

たる。 

４．Ｂ級審判員は、ブロック大会及び都道府県大会、またはそれに準ずる大会以下の大会の審判及び

大会競技役員等として大会運営に関わり、その任務に当たる。 

（認定） 

第４条 公認審判員の認定に伴う業務は、ＪＰＶＡ審判部が行う。 

（公認審判員の認定方法） 

第５条 公認審判員の認定基準については、当該年度の１月１日現在において１８歳以上の者であり、

次のいずれかの条件を満たすものとする。 

１．Ｓ級審判員 

 （１）Ａ級審判員または国際連盟公認審判員の退任者であること。 

 ２．名誉審判員 

  （１）公認審判員として１５年以上の活動実績があり、顕著な功績があること。 



３．Ａ級審判員 

（１）Ｂ級審判員資格を取得してから、概ね５０時間（７５試合）以上の活動実績があること。 

（２）公益財団法人日本バレーボール協会（以下「ＪＶＡ」という。）公認のＢ級以上の審判員で

あること。 

（３）公益財団法人日本障がい者スポーツ協会（以下「ＪＰＳＡ」という。）公認の初級以上のス

ポーツ指導員他であること。 

４．Ｂ級審判員  

（１）ＪＶＡ公認のＣ級以上の審判員であること。 

（２）ＪＰＳＡ公認の初級以上のスポーツ指導員他であること。 

（審判員資格取得認定会） 

第６条 審判員資格取得認定会は、次の方法により実施する。 

 １．Ｓ級審判員及び名誉審判員の認定については、原則としてＪＰＶＡ審判部から推薦し、ＪＰＶＡ

会長が認定する。 

２．Ａ級審判員の資格取得認定会（以下｢認定会｣という。）については、ＪＰＶＡ審判部が原則とし

て隔年で開催し、２日を基準とし、審判員活動レポートの提出、面接試験及び実技試験を行う。 

３．Ｂ級審判員の資格取得認定会については、ＪＰＶＡ審判部が必要に応じて開催し、１～２日を基

準とし、筆記試験及び実技試験を行う。 

４．認定会の細則は、別途定める。 

（手続の方法） 

第７条 公認審判員の登録、更新、進級及び各種変更（住所・所属等）に係る手続きは、原則として本

人がＷｅｂ上で行うものとする。諸手続きの細則は、別途定める。 

（受講料・認定料・年間登録料・更新料） 

第８条 公認審判員は、各認定会時・各登録時・各昇格時及び各継続更新時に、所定の諸費をその都度

納めなければならない。受講料・認定料・年間登録料・更新料等の細則は、別途定める。 

（公認審判員の義務） 

第９条 公認審判員は、原則としてＪＰＶＡ審判部が、必要と認めて開催する審判研修会に出席しなけ

ればならない。 

（資格の有効期間） 



第１０条 資格の有効期間は、次のとおりとする。 

１．Ｂ級審判員資格を取得した場合の資格の有効期間は、認定日より当該年度の３月３１日までとす

る。 

２．継続更新した場合の各級公認審判員資格の有効期間は、４月１日より当該年度の３月３１日まで

とする。 

３．昇格した場合の資格の有効期間は、認定日より当該年度の３月３１日までとする。 

（資格の継続更新） 

第１１条 資格の継続更新については、次のとおりとする。 

１．継続更新を希望する者は、所定の手続により申請しなければならない。 

２．更新を継続する者は、前項第７条及び第８条の条件を満たしていなければならない。 

３．毎年４月１日から５月３１日までに申請する者本人が行う。 

（資格の抹消及び保留） 

第１２条 継続更新の申請手続きを行わない場合は、公認審判員の資格が抹消または保留され、各審判

部で審査される。 

（公認審判員資格の適否審査） 

第１３条 次の事項に該当した場合、公認審判員としての適否を、Ａ級審判員及びＢ級審判員はＪＰＶ

Ａ審判部で審査される。 

１．１年以上、審判員活動等、各審判部の要請に応じなかった場合。 

２．ＪＰＶＡの規定に違反する行為があった場合。 

３．公認審判員として、ふさわしくない言動があった場合。 

４．指定大会・審判員研修会等に無断で欠席した場合。 

５．指定の期日までに、継続更新の申請手続きを行わなかった場合。 

６．指定の期日までに、登録料などが納められなかった場合。 

（審判研修会） 

第１４条 審判研修会は、審判員の技術の向上や競技規則の変更があった場合の伝達を目的とする。競

技規則などの変更が生じた場合の伝達方法は次のとおりとする。 

１．Ａ級審判員に対し、文書をもって伝達する。ただし変更の程度により、必要に応じて伝達のため

の審判研修会をＪＰＶＡ審判部が開催する。 



２．Ｂ級審判員に対しては、ＪＰＶＡ審判部が同様に行う。 

（審判員の服装） 

第１５条 審判員の服装は、ＪＰＶＡが指定するものを着用し、公認を受けた級のワッペンを装着する。 

（公認審判員の所属） 

第１６条 公認審判員は、ＪＰＶＡに所属するものとする。 

 

（附則） 

この規程は、平成２７年４月１日より施行する。 

 


